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研究成果の概要（和文）：本研究は、ロールズおよびロールズ以降の政治哲学の進展を検討することによって、
リベラルな民主的社会の構成要素となる諸概念の発展を考察した。最初にK. ForresterのIn the Shadow of 
Justiceを取り上げ、ロールズの正義論が戦後アメリカのリベラリズムの流れの中で形作られたものであること
を確認した。次に『政治哲学講義』を検討し、特に彼のミル、マルクス解釈と正義論の関係を考察した。続いて
『道徳哲学史講義』を検討し、彼のカント理解の変化と「公正としての正義」への影響を考察した。以上を通
じ、ロールズの正義論を思想史的に位置づけ直し、彼の政治哲学と政治思想史の結びつきを確認した。

研究成果の概要（英文）：This study examines the development of concepts that constitute the 
components of a liberal democratic society by examining political philosophy of Rawls and his 
influences. First, we took up K. Forrester's In the Shadow of Justice and confirm that Rawls's 
theory of justice was formed within the context of postwar American liberalism. Next, we examined 
Rawls Lectures on the History of Political Philosophy, particularly the relationship between his 
interpretation of Mill and Marx and his theory of justice. Thirdly, we examined his Lectures of the 
History of Moral Philosophy and consider the change in his understanding of Kant and its influence 
on "Justice as Fairness." Through the above, we repositioned Rawls' theory of justice in 
intellectual history and confirm the close connection between his political philosophy and his 
understanding of  history of political thought.

研究分野：政治学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果をまとめるべく、『リベラリズム読本』(仮題)と題した本の刊行を目指し、準備を進めている。同署
の目的は、「現代においてリベラリズムとは何か」を幅広い読者に向けて示すことにある。ただし、これまでの
類書とは異なり、ロールズ以降、より正確には『政治的リベラリズム』以降の時点に立って、リベラリズムを再
検討することを特徴とする。一方、思想史的な背景についてもより丁寧に解説する。基礎篇で「重なり合う合
意」や「公共的理性」などを選び、応用篇として「平等」「認識論的デモクラシー」などを取り上げる。さらに
背景篇では現在の政治思想史研究の水準から、ロック、カント、ヒュームなどを再検討する。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
1971 年に公刊された『正義論』に端を発するジョン・ロールズの正義論は、それ以降の政治哲

学の発展を通じて、いまなお自由、平等、そして民主主義をめぐる多様な研究の重要な基軸であ

る一方、刊行から半世紀近くを経て、それ自身が一つの歴史になりつつある。また、後期ロール

ズの議論にはカントからの影響も強く見られるが、こうしたロールズの思想的展開については、

近年、ロールズ・アーカイブ（ハーバード大学）へのアクセスが可能になったことにより、一次

資料、二次資料が多く活用できる状況にある。実際、そうしたロールズ思想の変遷について、初

期ロールズの哲学的格闘や戦後に生まれたロールズ思想の時代性について多角的に分析する思

想史研究が出始めている（Forrester, K., In the Shadow of Justice, Princeton University 

Press, 2019）。 

 
２．研究の目的 
本研究は、ロールズの正義論について、現代政治哲学における最先端の研究と、政治思想史や

経済思想（史）からの歴史的な再定位を結びつけることで、「平等かつ自由な社会とは何か」と

いうロールズの最も根源的な問いに答えることを目指す。この問いは啓蒙思想以来繰り返し論

じられてきたが、リベラル・デモクラシーの危機が言われる今日、ますますその重要性を増して

いる。この作業を通じて、政治哲学と政治思想史、さらに経済思想（史）研究の研究者のプラッ

トフォームを作り、21 世紀のリベラルな民主的社会のあり方を考察する。 

本研究はさらに、ロールズおよびロールズ以降の政治哲学の進展を多角的に検討することによ

って、リベラルな民主的社会の構成要素となる諸概念が近現代においてどのように発展したの

かを明らかにし、その実践的含意を検討する。その際、上記の目的を達成するために、政治哲学・

政治思想史・経済思想（史）のアプローチを統合して、その進展を総合的に検討していくことを

目指す。現代政治哲学と政治・経済思想史の両方のアプローチから迫ることで、多彩な側面をも

つロールズの政治哲学をより正確に捉えることが課題である。 

 
３．研究の方法 
こうした独自性を活かすために、以下のような分担体制を構成する。 

＊政治哲学班 

 平等論および現代のデモクラシー政治哲学を専門とする宇野・井上・宮本・田畑によって構成

される。 

＊政治思想史班 

18 世紀政治思想を研究する犬塚・網谷と 19-20 世紀政治思想を研究する馬路によって構成さ

れる。 

＊経済思想班 

 社会選択理論を専門とする加藤、経済思想史を専門とする野原・高見から構成される。 

 

以上の分担体制をとりつつ、本研究ではロールズ政治哲学にとって重要な二つの概念を特に取

り上げ、それぞれの概念史を描き、ロールズおよびロールズ以降の政治哲学の進展の本質に迫る。 

 

① 平等／自由 



平等と自由はロールズの「正義の二原理」の根幹を構成する概念であり、ロールズはこの概念

を、政治思想の長い歴史的伝統の下に正当化している。本研究では、自由と平等の対立の歴史と、

その部分的解決としてロールズ以降の政治哲学や経済思想において繰り返し刷新されてきた「機

会の平等」に着目することで、自由と平等の概念史を再構成する。 

ロールズはホッブズ、ロック、カントといった啓蒙思想からの強い影響を受けているが、自由

と平等を希求する近代社会を支えた政治思想の文脈のなかで、ロールズ思想を再定位すること

が肝要である。機会の平等は、機会としての自由の平等な配分という点において、この二つの概

念を統一的に理解しようとするものであり、機会の平等の考え方がどのように発展してきたの

かを明らかにする必要がある。 

このような検討を踏まえ、ロールズを出発点としてロナルド・ドゥオーキン、セン、ジョン・

ローマーへと発展していった平等論を軸に、現代政治哲学における機会の平等の概念史的再構

成を試みる。機会の平等は、ロールズの正義の第二原理やセンの潜在能力アプローチにおいて鍵

となる基礎的観念であり、それぞれが、人々の社会的バックグラウンドの多様性を踏まえ、実質

的な機会の平等を提示している。一方で、マーク・フローベイらによって、機会の平等が生み出

す社会的矛盾の可能性も指摘されている。例えば、不確実性があるとき、事前のレベルでみて期

待厚生水準を平等化するという意味での機会の平等と、たまたま起きた運に基づく事後的厚生

水準の格差を平等化するということは相反する。このようなフローベイら現代厚生経済学者の

貢献を、政治哲学の概念史の中に位置づける必要がある。 

さらに、機会の大きさは自由の重要な側面である以上、機会の平等の分析から自由の概念の分

析に目を向ける必要がある。先に言及したセンの潜在能力アプローチは、社会における「機会と

しての自由」、すなわち、機会が少ない個人に対し優先的に機会を広く与えることを目指してい

る。しかしながら、社会的機会に恵まれていない者に機会をより多く付与するというセンの自由

のポジティヴな捉え方は、スタイナーやオーツカらの左翼リバタリアンによって批判されてい

る。左翼リバタリアンは、ロック以来の不介入主義的国家像を重視しながらも平等を希求する立

場であり、現代政治哲学における重要な一翼を担っている。ロールズやセンの自由が社会的存在

としての個人が享受すべき機会を表現する一方、左翼リバタリアンは自らを所有する存在とし

ての人間の権原に基づき、それへの干渉によって損なわれるものとして自由をネガティヴに捉

える。こうした差異に注目しながら、多元的な自由を統御できる社会原理を考察していく。 

 

 ② デモクラシー 

現代政治哲学においては、正義を民主主義との関係で検討する傾向があるが、この点について

もロールズ『正義論』の影響に拠るところが大きい。ロールズは、『正義論』において、集合的

意志決定システムとしての民主主義が正義に適うことを示した。その際、ロールズは、正義の

二原理に適った正しい決定が、実際の社会でどのような手続きを踏むことで到達しうるかを検

討する。民主主義は不完全な手続き的正義と理解され、必ず正答にたどり着くわけではない

が、その見込みの高い政体とされる。 

この民主的手続き主義の考え方は、今日の民主主義論において活発に議論されている認知民主

主義の進展とも結びついている。認知民主主義は、民主的手続きを通じて常に正しい意思決定が

導かれる見込みが、少なくとも他の政体よりも高いことを示す構想である。この構想によれば、

広範な人々の参加や熟議を通じての意見集約は、限られた専門家が下す判断よりも間違ってい

る見込みが小さい。近年は、専門家さえも免れない可謬性やピア同士の根源的不合意をベースに、



正義と民主主義の複合的関係を捉えようとする議論もある（Estlund, D., Democratic 

Authority: A Philosophical Framework. Princeton University Press, 2007）。 

こうした背景の下、コンドルセの「陪審定理」の考え方に由来する認知民主主義も様々なかた

ちで議論されてきた。陪審定理は、ランダムよりも高い正答を導く能力を有する人間が平均的な

構成員であれば、その数が多ければ多いほど、集合的意思決定の結果はより正しくなるとする定

理である。陪審定理をめぐっては、政治哲学でも社会選択理論に基づく分析を導入すること、そ

の規範的含意への考察が精緻なものになりつつある。近年の研究動向によれば、単純に市民たち

の多数決を信頼しうるものとみる見方よりは、どのイシューや領域で民主主義が機能するかを

冷静に考察する立場が有力である（Goodin, R.E. and Spiekermann, K., An Epistemic Theory 

of Democracy. Oxford University Press, 2018）。本研究では、認知民主主義の概念史を描きな

がら、ロールズの正義論の立場から近年の民主主義論を再考するとともに、陪審定理のモデルを

再定式化することによって、認知民主主義における専門家の役割をより明確なものにする。 

 

４．研究成果 

最初に検討したのは、K. Forrester の In the Shadow of Justice であった。Forrester は批

判理論系の intellectual history を専門とする研究者であるが、政治学(史)、経済学(史)、国

際関 係論、社会学、そして哲学に至る幅広い知識を活用して、ロールズおよびロールズ主義の

思想史を紐解いている。同書を共に読むことで、ロールズの政治哲学を専門とする研究者とそう

でない研究者、政治哲学研究者と政治思想史研究者、さらに経済思想研究の間でのロールズ理解

の異同を確認し、多様なアプローチを総合する本プロジェクトの方向性を確認した。結果として、

Forrester のロールズの正義論が戦後アメリカのリベラリズムの流れの中で形作られたもので

あること、ロールズの政治哲学がアメリカの主要な政治的イデオロギーとして継承された反面、

良心的不服従、人種問題、国際政治などの現実政治の諸問題とは一定の距離を置いたことが確認

できた。 

次に『ロールズ政治哲学講義』のうち、特にホッブズ、ルソー、ヒューム、ジョン・スチュア

ート・ミル、およびマルクスについて検討した。極めてオリジナルなロールズの政治哲学史理解

が、彼の正義論といかなる関係にあるかをめぐり、活発な議論が交わされた。また、同じくロー

ルズの『道徳哲学史講義』のうち、特にカントの章について検討を行なった。ロールズは 1970

年代半ば以降、カント倫理学にフォーカスをあてて研究を進めたが、この時期はまさに「公正と

しての正義」を執筆するのと同じ時期であった。ロールズによるカント理解の変化は、この時期

のロールズの問題意識の変化を探る上でも極めて重要である。このようにロールズ のカント理

解に即して、この時期のロールズの思想的展開を理解することが方法論的に見ても有効である

ことが明らかになった。 

最終的には、これまでの成果をまとめるべく『リベラリズム読本』(仮題)と題した本の刊行を

目指し、そのための協議を重ねた。既に出版社も決定しており、企画案を作成し、執筆者会議も

開催した。この本の目的は、「現代においてリベラリズムとは何か」を幅広い読者に向けて示す

ことにある。ただし、これまでの類書とは異なり、ロールズ以降、より正確には『政治的リベラ

リズム』以降の時点に立って、リベラリズムを再検討することを特徴とする。一方、思想史研究

者の間では、ロールズ的な哲学的リベラリズムに批判的な立場が多いことも踏まえ、思想史的な

背景についてより丁寧に解説することとした。執筆項目としては基礎篇で「公正としての正義」

「重なり合う合意」「公共的理性」「正統性」「民主主義」「理想理論・非理想理論」「基本財とケ

イパビリティ」などを選び、その応用篇として「所有権」「戦争」「「フェミニズム」「平等」「差



別・障害」「認識論的デモクラシー」「左派リバタリアニズム」「グローバル・ジャスティス」「移

民問題」「気候正義」「世代間正義」などを取り上げる。合わせて背景篇では現在の政治思想史研

究の水準から、ロック、カント、ヒュームなどを再検討する。同書の刊行(2025 年度を予定)に

よって、本研究の成果が結実することが期待される。  
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